
                        

                        

八
王
子
の
天
然
理
心
流 

 
 

天
然
理
心
流
は
、
寛
政
年
間
（
一
七
八

九
～
一
八
○
〇
）
近
藤
内
蔵
之
長
裕
に
よ

っ
て
創
始
さ
れ
た
武
術
の
一
流
派
で
あ
る
。

弓
術
、
馬
術
、
槍
術
等
の
武
術
は
中
国
か

ら
伝
わ
っ
た
も
の
が
多
い
。我
が
国
で
は
、

室
町
時
代
末
期
か
ら
戦
国
、
江
戸
時
代
初

頭
に
成
立
し
た
と
い
う
。
寛
政
の
改
革
で

文
武
両
道
が
奨
励
さ
れ
る
と
、
武
術
は
実

用
主
義
の
剣
術
や
剣
法
が
徐
々
に
広
ま
っ

て
い
っ
た
。
天
然
理
心
流
は
、
三
大
流
派

の
一
つ
天
真
正
伝
鹿
島
神
道
の
流
れ
を
継

ぐ
。
剣
術
、
柔
術
、
棍
法
（
棒
術
）
を
含

む
新
流
派
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。 

 

八
王
子
で
二
代
目
を
継
い
だ
坂
本
三
助

は
、
出
稽
古
中
急
死
し
た
。
門
下
で
育
っ

た
師
範
た
ち
は
、
三
助
と
同
郷
の
戸
吹
出

身
の
増
田
蔵
六
、
松
崎
正
作
ら
が
地
元
で

門
人
の
育
成
に
あ
た
っ
た
。特
に
蔵
六
は
、

弟
子
達
か
ら
の
信
望
が
厚
か
っ
た
が
、
三

代
目
は
島
崎
周
平
が
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。 

四
代
目
近
藤
勇
、
そ
の
他
新
撰
組
隊
士
の

輩
出
で
、
天
然
理
心
流
の
名
は
全
国
的
に

知
名
度
を
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

増田蔵六肖像画慶応 2 年（1866） 
森田五水筆／増田家蔵 

六蔵使用の棍 ／増田家蔵 
 

蔵六使用の献額 昭和頃／善龍寺蔵 

六蔵使用の小太刀：65.0cm／増田家蔵  

六蔵使用の大太刀：93.5cm／増田家蔵 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

滝
山
城
の
城
下
町
加
住
町
か
ら
戸
吹
町

ま
で
、
谷
地
川
及
び
滝
山
街
道
沿
い
の
神

社
、
仏
閣
を
歩
く
凡
そ
四
㎞
の
行
程
。 

滝
山
城
址
下
バ
ス
停
か
ら
新
道
を
横

切
り
、
板
碑
で
有
名
な
龍
源
寺
へ
。
さ
ら

に
神
明
神
社
か
ら
山
道
を
歩
き
冨
士
浅
間

神
社
へ
。
山
道
を
下
り
、
懸
仏
が
安
置
さ

れ
て
い
た
勝
手
神
社
へ
。
再
び
滝
山
街
道

に
出
て
、
近
代
教
育
者
青
木
魯
平
の
碑
が

あ
る
宝
印
寺
へ
と
歩
く
。
次
は
、
都
心
か

ら
移
転
し
た
大
乗
寺
、
千
姫
の
碑
が
あ
る

最
教
寺
へ
と
向
か
う
。
さ
ら
に
旧
道
を
歩

き
、
常
福
寺
、
若
松
神
社
へ
。
山
椒
魚
生

息
池
の
側
を
通
り
、
滝
山
街
道
へ
。
旧
家

の
長
屋
門
を
見
な
が
ら
、
武
田
家
に
由
来

の
あ
る
無
量
寺
へ
と
歩
く
。
そ
こ
か
ら
街

道
を
少
し
行
く
と
、
こ
の
地
方
の
近
代
学

校
の
出
発
点
で
あ
る
明
化
学
校
（
現
、
戸

吹
町
会
館
）
跡
。
そ
し
て
、
天
然
理
心
流

の
発
祥
地
戸
吹
の
桂
福
寺
へ
と
着
く
。
こ

こ
で
解
散
。 

 

●
滝
山
城
址
と
城
主 

 

滝
山
城
は
戦
国
時
代
の
名
城
で
あ
り
、

八
王
子
城
と
共
に
、
そ
の
城
址
は
文
化
遺

産
と
し
て
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。 

 

築
城
は
、
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
武

蔵
守
護
代
大
石
定
重
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
、
小
田
原

城
主
三
代
北
条
氏
康
の
三
男
北
条
氏
照
を

養
子
に
迎
え
た
。
氏
照
は
北
条
氏
の
軍
事

最
高
司
令
官
、
そ
し
て
外
交
官
と
し
て
上

杉
謙
信
、
武
田
信
玄
、
織
田
信
長
、
豊
臣

秀
吉
、
徳
川
家
康
な
ど
天
下
に
名
だ
た
る

武
将
と
堂
々
と
渡
り
合
っ
た
。
ま
た
、
城

の
築
城
技
術
も
優
れ
て
お
り
、
滝
山
城
の

改
築
お
よ
び
八
王
子
城
の
築
城
を
行
っ
た
。 

 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
北
条
氏
は

豊
臣
秀
吉
に
敗
れ
、
三
男
と
い
う
立
場
な

が
ら
氏
照
も
戦
さ
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、享
年
五
十
一
歳
で
自
刃
し
た
。 

    

●
滝
山
城
と
山
岳
信
仰 

 

滝
山
街
道
に
そ
っ
た
加
住
地
区
に
は
、

山
岳
信
仰
に
関
す
る
寺
や
神
社
が
大
変
多

く
、
梅
坪
の
威
徳
天
神
社
、
子
守
神
社
、

勝
手
神
社
、
丹
木
の
子
の
権
現
社
、
金
蔵

寺
、
宝
印
寺
、
滝
の
不
動
院
、
高
月
の
円

通
寺
な
ど
、
ま
る
で
滝
山
城
を
取
り
囲
む

よ
う
に
点
在
し
て
い
た
。
中
で
も
子
守
、

勝
手
の
天
神
二
社
は
、
奈
良
県
吉
野
山
に

祀
ら
れ
て
い
る
吉
野
蔵
王
権
現
や
八
神
を

移
し
て
祀
ら
れ
た
も
の
。
す
で
に
南
北
朝

時
代
に
は
山
岳
信
仰
が
加
住
地
区
に
も
広

が
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
特
長
の
あ
る
加

住
と
い
う
地
に
、
高
月
城
、
滝
山
城
は
築

か
れ
た
。
山
岳
信
仰
が
普
及
し
て
い
た
様

子
は
、
寺
や
神
社
に
限
ら
ず
地
名
か
ら
も

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

      

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Shinto_torii_icon_vermillion.svg�
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① 

白
峯
山

龍
源
寺 

 加
住
町
二
―
六
十
四 

宗
派  

曹
洞
宗
通
幻
派 

本
尊  

釋
迦
如
来
立
像 

寺
宝  

板
碑
（
市
文
化
財
） 

妙
優
観
音 

開
山  

桂
巖
暁
暾
大
和
尚 

開
基  

織
田
信
長
の
臣 

大
沢
将
監 

開
創  

不
明 

 

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）

に
織
田
信
長
の
臣
、
大
沢
将
監
安
政
が
開 

基
と
な
り
創
建
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

境
内
鎮
守
神
明
社
へ
御
朱
印
八
石
五
斗
を

拝
受
す
る
。
こ
の
付
近
は
、
古
く
か
ら
大

沢
村
と
称
し
た
。
観
音
さ
ま
は
、
優
し
い

顔
を
し
て
頷
な
ず
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
な

観
音
さ
ま
で
、
里
人
は
「
縁
結
び
観
音
」

と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
境
内
に
は
、
文
政

七
年
（
一
八
二
四
）
銘
の
「
理
趣
塔
」
が

あ
り
、
そ
の
地
下
に
は
石
経
（
小
石
に
経

文
を
書
い
た
も
の
）
が
埋
ま
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

 

                        

龍源寺本堂 

北
條
家
城
跡
圓 

理
趣
塔 

小
石
に
経
文
を
書
い
て
埋
め
た
場
所
に
建
つ 
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●
文
安
の
板
碑 

武
蔵
名
勝
図
会
に
よ
る
と
、
こ
の
板
碑

は
挿
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、文
安
五
年（
一

四
四
八
）
の
銘
が
あ
る
。
月
待
板
碑
の
代

表
例
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
市
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
本
物
は
本
堂
内
に
安
置

さ
れ
て
い
る
が
、
八
王
子
市
郷
土
資
料
館

に
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

高
さ
百
三
十
㎝
、
幅
三
十
四
㎝
、
厚
さ
四

㎝
。
阿
弥
陀
三
尊
を
梵
字
で
表
し
た
月
待

供
養
碑
で
あ
る
。
月
齢
の
日
に
人
々
が
集

ま
っ
て
飲
食
を
共
に
し
、
月
の
出
を
待
っ

て
拝
む
民
間
信
仰
で
あ
る
。
碑
面
に
は
、

次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

面
善
円
浄
如
満
月
威
光
如
千
月
日 

月
待
人
数
廾
三
人
敬
白 

文
安
五
季
八
月
廾
三
日 

谷
慈
郷
代
屋
村
住
人 

聲
如
天
鼓
倶 

趐
羅
故
我
頂
礼
弥
陀
尊 

「
面
善
円
浄
云
々
」
は
十
二
来
と
い
う
経

典
の
一
節
で
あ
り
「
故
我
頂
礼
弥
陀
尊
」

は
そ
の
結
び
で
あ
る
。
月
待
の
板
碑
ら
し 

                        

                       

い
引
用
で
あ
る
。
特
に
「
谷
慈
郷
代
屋
村
住
人
」
の
二
十
三
人
が
、
月
待
供
養
の
行
事
を

こ
の
地
で
行
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
直
接
史
料
に
な
り
に
く
い
中
世

部
落
を
明
記
し
た
唯
一
例
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。
谷
慈
郷
と
は
、
当
時
谷
地
川
の
流

域
全
般
の
呼
称
で
あ
っ
た
。 

文安の板碑（右が本物） 
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②
神
明
神
社 

祭
神 
天
照
大
神 

 

他 

社
宝 

正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
板
碑 

開
創 

創
建
年
代
不
詳 

例
祭 

四
月
十
四
日 

  

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
「
十
二
天
社

は
森
越
に
、
冨
士
浅
間
神
社
は
村
の
南
の

山
上
に
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

谷
慈
郷
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は

古
く
か
ら
藤
原
氏
の
荘
園
と
し
て
存
在
し
、

神
明
、
浅
間
、
吉
野
を
信
仰
し
今
に
至
っ

て
い
る
。 

           

③
冨
士
浅
間
神
社 

加
住
町
二
―
三
十
三  

祭
神 

木
花
開
耶
姫
命 

創
建 

不
詳 

 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
創
建

は
六
百
余
年
前
と
い
わ
れ
、
そ
の
間
二
百

余
年
間
は
社
殿
廃
滅
し
て
い
た
。
曹
洞
宗

龍
源
寺
の
守
護
神
社
で
、 

寺
の
南
の
山
に

あ
り
、
富
士
山
が
良
く
見
え
た
の
で
、
そ

の
年
の
吉
兆
を
「
早
春
の
富
士
の
お
山
の

姿
」
で
占
う
な
ど
の
言
い
伝
え
が
あ
る 

。

社
徳
は
、
火
防
・
安
産
・
開
運
等
と
さ
れ

る
。
な
お
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

社
殿
を
再
建
し
た
。 

         

●
風
水
か
ら
見
る
江
戸
の
陰
穴 

 

太
田
道
灌
が
江
戸
城
を
築
い
た
際
に
、

江
戸
城
に
「
気
」
を
送
り
込
む
た
め
に
作

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

風
水
に
は
陰
と
陽
の
理
論
が
あ
り
、
龍

穴
に
は
、
陰
穴
と
陽
穴
の
二
つ
が
あ
る
。

龍
の
力
を
完
璧
か
つ
最
高
に
活
用
す
る
に

は
、
二
つ
の
龍
穴
を
使
う
こ
と
が
最
良
の

道
で
あ
る
。
穴
を
掘
る
こ
と
で
は
な
く
、

良
い
気
を
呼
び
込
み
、
気
が
逃
げ
な
い
よ

う
に
工
夫
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
神
聖
な
場
所
と
し
て
神
社
仏
閣
な
ど
を

建
て
る
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

仮
に
東
京
の
陽
穴
が
川
越
の
喜
多
院

だ
と
す
る
と
、
風
水
理
論
に
か
な
っ
た
と

こ
ろ
は
加
住
町
の
冨
士
浅
間
神
社
で
あ
る

と
推
測
す
る
。
今
で
も
浅
間
神
社
の
境
内

か
ら
東
京
の
新
宿
高
層
ビ
ル
が
見
え
る
。

か
つ
て
天
気
の
良
い
日
に
は
東
京
湾
が
見

え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

富
士
浅
間
神
社
か
ら
江
戸
城
に
気
を
送
り

込
む
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

神明神社 

冨士浅間神社 
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④
勝
手
神
社 

加
住
町
一
―
十
一  

祭
神 

押
武
日
之
命 

（
お
し
た
け
び
の
み
こ
と
） 

社
宝 

懸
仏 

 

大
石
氏
の
滝
山
城
時
代
、
武
州
御
嶽
神 

社
の
武
神
で
あ
る
勝
手
明
神
社
を
分
祀
し

た
。
大
石
重
信
が
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）

懸
仏
一
面
を
奉
納
。
天
文
七
年
（
一
五
三

八
）
社
殿
を
再
建
し
、「
勝
手
明
神
」
と
称

し
た
。
明
治
初
年
「
勝
手
神
社
」
と
改
称
。

現
在
の
社
殿
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六

七
）
の
造
営
で
あ
る
。 

 

社
徳
は
、
五
穀
豊
穣
、
万
民
安
寧
の
ほ

か
、特
に
女
性
に
効
験
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

お
勝
手
を
預
か
る
女
ご
衆
の
味
方
だ
か
ら

｢

お
勝
手
さ
ま｣

と
呼
ば
れ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。 

ま
た
、
境
内
に
は
蚕
の
守
り
神
で
あ
る

「
蚕
神
社
」
が
あ
る
。 

  

                

●
懸
仏

か
け
ぼ
と
け 

こ
こ
に
は
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
銘

の
懸
仏
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。 

懸
仏
は
、
本
地
垂
迹
説
（
仏
が
人
間
を

救
う
た
め
神
と
な
っ
て
こ
の
世
に
現
わ
れ

る
と
い
う
説
）
の
影
響
で
、
神
鏡
に
仏
像

等
を
取
り
付
け
た
も
の
を
い
う
。 

勝
手
神
社
の
懸
仏
は
、
銅
製
、
鍍
金
（
表

面
の
み
）
直
径
二
十
二
㎝
の
鏡
板
の
中
央

に
、
蓮
華
座
に
坐
す
高
さ
十
㎝
の
薬
師
如

来
一
尊
を
配
置
し
、
台
座
の
左
右
に
一
対

の
宝
瓶
を
配
置
し
た
も
の
。
裏
面
に
「
武

州
多
西
郡
留
所
村
金
峰
山
之
御
正
体
、
貞

和
五
年
季
巳
年
己
丑
七
月
五
日
敬
白
若
桜

守
真
」
と
銘
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

懸
仏
は
、
現
在
八
王
子
市
郷
土
資
料
館

に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。 

              
勝手神社 

懸 仏 
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⑤
薬
王
山
千
手
院

宝
印
寺 

加
住
町  

宗
派  

天
台
宗 
高
月
円
通
寺
末 

本
尊  

観
音
菩
薩
、
境
内
に
火
防
観
音 

 

開
山  

僧
晃
円
上
人
、 

開
基  

中
興 

塚
原
治
左
衛
門 

開
創  

四
百
八
十
年
程
前 

 

勝
手
神
社
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
。
現
在

の
本
堂
、
観
音
堂
は
江
戸
末
期
の
建
築
。 

             

● 

中
興
開
基
塚
原
治
左
衛
門 

創
建
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
興
再

建
は
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
甲
州

か
ら
こ
の
地
に
移
っ
た
塚
原
治
左
衛
門
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
境
内
に
は
、
塚
原
氏

の
宝
篋
印
塔
が
あ
る
。 

 

● 

火ひ

防ぶ
せ

の
観
音
堂 

観
音
堂
は
「
火
防
観
音
」
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
観

音
堂
領
内
御
朱
印
五
石
を
拝
受
し
て
い
る
。

本
尊
正
観
世
音
菩
薩
は
行
基
作
と
い
わ
れ

て
い
る
。 

         

●
青
木

あ

お

き

魯
平

ろ

へ

い

の
碑 

 

青
木
魯
平
は
、
加
住
地
区
の
近
代
教
育

に
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
。明
治
六
年（
一

八
七
三
）
留
所
（
と
ど
こ
ろ
）
学
舎
の
教

員
と
な
り
、
軒
ご
と
に
歩
き
ま
わ
り
地
区

の
人
々
に
勉
強
す
る
こ
と
を
勧
め
た
と
い

う
。
ま
た
、
留
所
学
舎
の
支
校
と
し
て
戸

吹
、
宮
下
村
を
対
象
に
、
無
量
寺
で
授
業

を
始
め
た
。
こ
れ
が
、
後
に
明
化
学
校
と

な
っ
た
。 

             

宝印寺本堂 

観 音 堂 

青木櫓平の碑 
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●
加
住
地
区
の
近
代
教
育 

 

明
治
維
新
後
、
政
府
は
「
国
民
皆
学
」

を
目
ざ
し
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
「
学

制
」
を
公
布
し
、
学
区
、
学
校
、
教
員
等

の
規
制
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
当
時

神
奈
川
県
下
で
あ
っ
た
八
王
子
五
宿
と
周

辺
村
落
で
三
十
四
の
学
校
が
誕
生
し
た
。 

 

当
時
、
加
住
地
区
に
五
つ
の
「
私
塾
」

ま
た
は
「
寺
子
屋
」
が
あ
っ
た
。
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
に
、
留
所
学
舎
（
仮
学

舎
宝
印
寺
、
翌
年
金
蔵
寺
に
移
転
、
留
所

学
校
と
改
称
）
と
明
化
学
舎
（
無
量
寺
）、

化
育
学
舎
（
高
月
の
円
通
寺
）
が
そ
れ
ぞ

れ
三
か
所
で
授
業
を
始
め
た
。 

 

参
考
の
た
め
、留
所
学
校
の
概
要
を
示
す
。 

新
築 

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
五
月 

先
生 

三
入
寿
三
郎
、
沢
井
蘇
之
次
郎 

 
 
 

青
木
タ
ケ
、
日
暮
英
也
他
十
六
名 

生
徒 

一
学
級
五
十
名
位
一
、
二
年 

 
 
 

二
学
級
五
十
名
位
三
、
四
年 

 
 
 

三
学
級
五
十
名
位
五
、
六
年 

 
 
 

四
学
級
三
十
名
位
高
等
一
、
二
年 

教
科
書 

全
国
統
一
の
国
定
教
科
書 

 
 
 

国
語
、
算
数
、
地
理
、
理
科
、
図 

画
、
書
き
方 

地
理 

尋
常
科
は
日
本
地
図
に

よ
る
、
高
等
科
は
世
界
地
図
に
よ

る
。
図
画
は
四
年
ま
で
ク
レ
ヨ
ン 

授
業
、
午
前
八
時
よ
り
午
後
二
～
三
時 

弁
当 

サ
ツ
マ
芋
、
小
麦
の
た
ら
し
焼
等 

通
学 

徒
歩
、
草
履 

夏
休 

八
月
い
っ
ぱ
い 

月
謝 

高
等
科
二
十
五
銭 

通
学
地
域 

留
所
、
大
沢
、
矢
野
、
丹
木
、 

 
 
 

梅
坪
、
八
日
市
、
滝
山
、
横
山
、

左
入
、
尾
崎
、
馬
場
谷
戸
、
滝
、

高
月
は
五
年
生
よ
り 

         

●
宝
印
寺
地
蔵
菩
薩 

境
内
左
側
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
地 

蔵
様
は
、
仏
教
の
菩
薩
の
一
つ
で
、
釈 

迦
入
滅
後
弥
勒
が
出
現
す
る
ま
で
の 

間
、
現
世
に
留
ま
っ
て
衆
生
を
救
い
、 

瞑
府
の
救
済
を
す
る
仏
で
あ
る
。
毎
月 

二
十
四
日
に
は
、
花
を
手
向
け
る
。 

                
留所学校 

地蔵菩薩 



8 
 

⑥
十
行
山

大
乗
寺 

加
住
町
一
―
四
十
五 

宗
派  

日
蓮
宗 

 

本
尊  

大
曼
茶
羅
御
本
尊 

（
立
正
大
師
日
蓮
聖
人
像
） 

寺
宝 

梵
鐘 

開
創  

天
正
五
年
（
一
五
七
七
） 

 

当
寺
は
小
石
川
本
郷
駒
込
に
創
立
。
昭

和
の
大
戦
に
て
焼
失
、
約
三
百
七
十
年
の

歴
史
に
終
止
符
を
打
っ
て
、
昭
和
四
十
九

年
（
一
九
七
四
）
当
地
に
移
っ
た
。 

            

●
梵
鐘 

 

天
文
元
年
（
一
七
三
六
）
七
月
二
日
、 

鋳
物
師
森
大
道
に
よ
り
鋳
造
。
鐘
の
下
部 

の
縁
を
か
こ
む
形
で
十
二
支
が
鋳
造
さ
れ 

て
お
り
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。 

                  

           

⑦
天
松
山

最
教
寺 

宮
下
町
百
四
十
四  

宗
派  

日
蓮
宗 

 

本
尊  

久
遠
実
成
の
本
師
釈
迦
牟
尼
佛 

寺
宝 

釋
迦
牟
尼
仏
立
像
、
宗
祖
日
蓮 

聖
人
座
像
、
四
天
王
像
、
大
梵
天 

王
、
帝
釈
天
像
、
鬼
子
母
神
像 

毘
沙
門
像
、
位
牌
堂
、
一
塔
両
尊 

四
師 

開
山  

仙
能
院
日
崇
上
人 

開
創  

徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
の
頃 

 

大乗寺本堂 

梵 鐘 

梵鐘下部に鋳造されている
干支のねずみ 

鬼子母神像 
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●
縁
起 

日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
第
二

十
七
世
通
心
院
日
境
法
主
の
弟
子
、
仙
能

院
日
崇
上
人
が
上
野
池
之
端
に
そ
の
基
を

開
い
た
。
そ
の
当
時
、
徳
川
二
代
秀
忠
の

息
女
千
姫
が
病
脳
に
あ
い
、
密
か
に
日
崇

上
人
の
祈
祷
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
全
快

し
、
秀
忠
は
、
押
上
の
二
千
坪
余
の
土
地

に
七
堂
伽
藍
を
建
立
し
、
こ
れ
を
寄
進
し

た
と
い
う
。 

そ
の
後
、
二
度
の
大
地
震
に
よ
り
全
山

焼
失
し
、
杉
並
の
高
円
寺
を
経
て
当
地
に

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
移
転
し
た
。 

          

          

⑧
松
龍
山

常
福
寺 

宮
下
町
三
百
五
十
四 

宗
派  

禅
宗
曹
洞
派 

 

本
尊  

釋
迦
坐
像
、
文
殊
・
普
賢
の
座
像 

  

宮
下
町
の
小
名
日
向
に
あ
り
、
滝
山
少

林
寺
の
末
。 

徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
の
頃
、
東
照
宮
よ 

り
朱
印
十
石
の
寺
領
を
賜
る
寺
で
あ
っ
た
。 

明
治
末
期
、
火
災
に
よ
り
阿
弥
陀
堂
、 

薬
師
堂
、
十
二
神
木
尊
な
ど
全
て
焼
失
。

現
在
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
と

な
り
、
保
育
園
・
老
人
ホ
ー
ム
を
併
設
し

て
い
る
。 

徳川千姫毛塚の碑 

當山開基 
仙能院日崇上人墓 

日蓮上人坐像 
最教寺本堂 
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●
日
向
の
六
地
蔵 

 

昔
話
に
も
残
る
六
体
地
蔵
尊
。
宮
下
村

の
常
福
寺
の
門
前
に
、
天
保
十
二
年
（
一

八
四
一
）
に
造
立
し
た
六
地
蔵
で
、
子
守

地
蔵
と
し
て
村
人
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

現
在
は
．新
し
い
六
地
蔵
が
立
っ
て
い
る
。

昔
か
ら
あ
る
六
地
蔵
は
門
の
左
側
に
ひ
っ

そ
り
鎮
座
し
て
い
る
。 

               

●
白
山
稲
利
社 

敷
地
内
に
白
山
稲
利
社
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、

「
白
山
稲
利
社
、
本
堂
の
西
北
の
隅
に
あ

り
小
社
」
と
あ
る
。
注
目
は
、
鳥
居
に
書

い
て
あ
る
神
社
名
で
、
白
山
稲
荷
社
で
は

な
く
、
白
山
稲
利
社
と
刻
ん
で
あ
る
。 

                

⑨
若
松
神
社 

宮
下
町  

祭
神 

稚
産
霊
神
（
わ
か
む
す
び
の
か
み
） 

創
建 

不
詳 

 

荻
嶌
家
の
祖
先
は
奥
州
会
津
若
松
の

郷
士
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
の
初
め
に

当
地
に
来
住
し
、若
松
大
明
神
を
勧
誘
し
、

裏
山
に
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
荻
嶌
五
郎
左
衛
門
が
北
条
氏
照

の
家
臣
と
な
っ
た
。
三
代
歌
之
助
以
後
は

八
王
子
千
人
同
心
の
組
頭
を
務
め
、
七
代

七
郎
左
右
衛
門
以
後
、
宮
下
日
向
の
名
主

を
務
め
た
。 

旧
道
を
通
り
、
荻
嶌
家
を
過
ぎ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
地
蔵
さ
ま
の
手
前
を
右
折
、
板

塀
を
見
な
が
ら
若
松
神
社
の
境
内
に
入
る
。

鳥
居
は
両
部
付
き
明
神
鳥
居
で
あ
る
。 

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
社
殿
再
建
の

際
、
木
造
大
龍
権
現
三
体
を
安
置
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
境
内
に
天
満
宮
、
熊
野
神

社
が
左
側
、
八
幡
社
が
右
側
に
祀
ら
れ
て

い
る
。 

日向の六地蔵 

白山稲荷
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●
本
堂
の
四
囲
を
巡
ら
す
彫
刻 

本
宮
の
四
囲
を
巡
ら
す
彫
刻
は
、
塗
装

は
施
さ
れ
て
い
な
い
素
地
の
ま
ま
の
も
の

で
、
い
つ
頃
の
彫
刻
か
不
詳
。
こ
の
地
方

で
は
ま
れ
に
見
る
見
事
な
彫
刻
で
あ
る
。 

  

                 

⑩
天
満
神
社
と 

三
木
家
の
長
屋
門
跡  

 
 
 
 
 

戸
吹
町
六
十
八  

三
木
家
は
、
千
人
頭
志
村
組
組
頭
を
務

め
、
三
十
四
俵
八
升
一
人
扶
持
。
初
代
の

桧
子
彦
左
衛
門
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八

二
）
武
田
氏
滅
亡
後
、
徳
川
家
の
家
臣
と

な
っ
た
。
ま
た
、
高
家
前
田
家
の
知
行
地

で
あ
る
戸
吹
村
の
名
主
を
務
め
た
。 

三
木
家
の
長
屋
門
は
、
武
家
屋
敷
に
付

随
す
る
門
の
一
様
式
で
、
門
の
両
袖
が
長

屋
に
な
っ
て
い
る
。
長
屋
は
家
臣
や
使
用

人
の
住
ま
い
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
。 

元
千
人
同
心
組
頭
の
門
を
移
築
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
伝
承
で
は
安
政
元
年
（
一
八

五
四
）頃
の
建
造
と
さ
れ
て
い
る
。た
だ
、

そ
の
後
明
治
末
～
大
正
期
に
か
け
て
改
修

を
実
施
し
て
い
る
。 

            

若松神社 

三木家千人同心長屋門 
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●
天
満
神
社 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
百
姓

持
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
に

は
三
木
家
が
管
理
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。 

 
 
 
 

天
満
神
社
は
、
上
戸
吹･

根
小
屋
城
址

に
祀
ら
れ
て
あ
っ
た
が
荒
廃
し
た
た
め
、

こ
こ
に
移
転
改
修
し
て
奉
安
し
た
も
の
で
、 

扉
に
あ
る
天
神
さ
ま
の
梅
鉢
の
紋
が
印
象

的
で
あ
る
。 

             
⑪
寿
福
山

無
量
寺 

                 
 

戸
吹
町  

宗
派  

天
台
宗 

高
月
圓
通
寺
の
末 

本
尊  

阿
弥
陀
如
来 

開
山  

義
円
上
人 

 

開
基  

八
木
岡
弾
正
高
秀 

 

開
創 

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
） 

 

甲
斐
か
ら
来
て
滝
山
城
主
北
条
氏
照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
家
臣
と
な
っ
た
八
木
岡
弾
正
高
秀
が
創 

建
し
た
。
寺
が
甲
斐
の
国
の
方
角
の
西
側 

を
向
い
た
特
徴
あ
る
寺
で
あ
る
。 

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
朱
印
七
石
一

斗
を
賜
っ
た
。
江
戸
期
に
は
、
戸
吹
村
南

の
山
の
根
に
あ
っ
た
熊
野
神
社
の
別
当
寺

で
あ
っ
た
。 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
留
所
学

舎
支
校
と
し
て
仮
校
舎
に
あ
て
ら
れ
た
。 

                
天満神社 

無量寺本堂 
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●
高
家
前
田
家
子
孫
の
墓
？ 

無
量
寺
か
ら
南
に
行
っ
た
、
山
裾
に
あ

る
同
寺
の
墓
の
、
上
段
の
奥
の
方
に
、
十

数
基
の
墓
が
あ
る
。
中
央
の
墓
に
は 

清
篤
院
廸
往
浄
空
居
士 

妙
篤
院
心
月
浄
貞
大
姉 

と
刻
ん
で
あ
る
。
一
説
で
は
、
前
田
家
に

関
す
る
墓
地
で
は
な
い
か
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。 

              

●
疫
病
除
け
弁
天
堂 

 

本
堂
南
側
、
塚
上
に
お
堂
が
あ
る
。
流

行
の
疫
病
除
け
に
効
果
が
あ
る
と
古
く
か

ら
伝
え
ら
れ
る
弁
天
様
を
祀
っ
て
い
る
。 

                   

安内地蔵 阿弥陀如来 

阿弥陀如来三尊 

弁天神堂 弁 天 神 

前田家子孫の墓 

前田家子孫の墓全景 
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⑫
近
代
学
校
の
出
発
点 

明
化
学
校 

戸
吹
町
百
九
十
六  

桂
福
寺
の
山
門
の
前
に
古
び
た
木
造

二
階
建
て
の
目
立
た
な
い
家
屋
が
あ
る
。

現
在
戸
吹
町
会
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

が
、
正
面
入
口
あ
た
り
の
様
子
は
一
見
、

古
め
か
し
さ
の
中
に
ど
こ
と
な
く
西
洋
風

の
ハ
イ
カ
ラ
な
印
象
を
あ
た
え
る
。
こ
れ

が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
建
て
ら
れ

た
「
明
化
学
校
」
で
あ
る
。
当
時
は
、
門

柱
を
繋
ぐ
鉄
棒
の
中
央
に
ガ
ス
灯
が
取
り

付
け
て
あ
り
、
ア
ー
チ
型
の
玄
関
ド
ア
の

上
に
は
「
明
化
」
と
記
し
た
校
名
額
が
揚

げ
て
あ
っ
た
。
こ
の
額
は
時
の
神
奈
川
県

令
野
村
靖
の
筆
に
よ
る
も
の
。（
現
在
は
、

近
く
の
八
王
子
市
戸
吹
会
館
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。） 

 

明
化
学
校
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

に
戸
吹
村
北
開
戸
に
こ
の
校
舎
を
新
築
し

た
。 

 

    

               

                        

明化学校の校名
 

サクラマークの鬼銅板 

旧明化学校 

昭和 3 年の戸吹分校の生徒 
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⑬
治
龍
山

桂
福
寺 

戸
吹
町
百
九
十
三 

宗
派  

曹
洞
宗
。 

本
尊  

釋
迦
如
来 

寺
宝  

鐘
楼
山
門 

開
山 

蓮
光
寺
十
世
奪
山
正
興
大
和
尚 

開
基  

八
王
子
十
八
代
官 

 

福
村
長
右
エ
門 

開
創  

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
頃 

 

 

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
三
月
八
王
子

十
八
代
代
官
福
村
長
右
エ
門
を
開
基
と
し

て
、
そ
の
弟
川
越
市
渋
井
の
蓮
光
寺
十
世

奪
山
正
興
大
和
尚
を
開
山
と
す
る
。 

 

本
堂
は
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
再

建
の
間
口
九
間
半
、
奥
行
き
六
間
半
の
伽

藍
で
あ
っ
た
が 

老
朽
腐
激
し
く 

昭
和
四
十
五
年 

（
一
九
七
〇
） 

現
在
の
鉄
筋
コ
ン 

ク
リ
ー
ト
建
て
に 

再
建
し
た
。 

 

●
鐘
楼
山
門 

文
政 

 
 
 
 
 
 

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月
九
日
建

立
。
木
造
欅
造
り
、
茅
葺
（
現
在
は
茅
葺

の
上
に
檜
皮
を
ふ
く
）、
寄
棟
二
階
建
て
、

建
坪
約
二
十
三
㎡
、
の
楼
門
で
土
台
か
ら

露
台
ま
で 

十
ｍ
の
高
さ
の
居
館
が
美
し

く
調
和
を
保
っ
て
い
る
江
戸
時
代
後
期
の

多
様
性
を
持
っ
た
建
造
物
で
あ
る
。 

               

●
天
然
理
心
流 

近
藤
三
助
の
墓
碑 

 

新
選
組
隊
長
近
藤
勇
を
始
め
、
江
戸
末

期
に
数
多
く
の
剣
の
達
人
を
生
ん
だ
「
天

然
理
心
流
剣
」
の
ふ
る
さ
と
は
戸
吹
で
あ

る
。 滝

山
街
道
の
戸
吹
交
差
点
の
南
側
の

丘
陵
の
麓
に
、「
天
然
理
心
流
」
二
代
目
近

藤
三
助
の
屋
敷
と
道
場
が
あ
っ
た
。
江
戸

末
期
の
こ
と
で
あ
る
。 

戸
吹
郷
士
坂
本
登
右
エ
門
の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
坂
本
三
助
は
、
八
王
子
宿
に

道
場
を
持
つ
、
天
然
理
心
流
開
祖
近
藤
内

蔵
助
長
裕
の
門
に
入
っ
て
腕
を
み
が
き
、

江
戸
で
も
有
数
の
剣
客
に
な
っ
た
。
そ
の

技
量
を
見
込
ま
れ
て
、
三
助
は
近
藤
家
の

養
子
に
な
り
、
二
代
目
と
し
て
戸
吹
に
道

場
を
開
い
た
。
農
民
商
人
の
別
な
く
、
剣

を
志
す
も
の
に
広
く
門
を
開
放
し
た
三
助

の
も
と
に
は
近
在
近
郷
か
ら
多
く
の
人
材

が
集
ま
り
、
そ
の
門
人
の
数
は
千
五
、
六

百
人
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
中
に
、

の
ち
の
千
人
隊
隊
長
増
田
蔵
六
や
三
代
目

鐘楼山門 

桂福寺本堂全景 
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を
継
い
だ
境
村
（
現
町
田
市
）
の
周
助
が

い
た
。 

近
藤
周
助
は
、
江
戸
牛
込
に
出
て
道
場

を
持
ち
、多
く
の
門
弟
を
育
て
た
と
い
う
。

上
石
原
村
（
現
調
布
市
）
生
ま
れ
の
宮
川

勇
、
の
ち
に
養
子
と
な
り
四
代
目
を
継
い

だ
近
藤
勇
は
、
幕
末
の
志
士
新
撰
組
隊
長

近
藤
勇
で
あ
る
。
桂
福
寺
は
「
天
然
理
心

流
」
を
実
際
世
に
広
め
た
二
代
目
近
藤
三

助
の
菩
提
寺
で
あ
る
。 

              

●
天
然
理
心
流
を
支
え
た 

 
 
 

松
崎
和
多
五
郎
則
榮 

 

「
天
然
理
心
流
剣
」
を
戸
吹
村
で
支
え

た
も
う
一
人
の
立
役
者
は
松
崎
則
榮
で
あ

る
。 松

崎
則
榮
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一

六
）
戸
吹
村
、
松
崎
正
作
の
子
と
し
て
生

ま
れ
た
。
父
正
作
は
、
近
藤
方
昌
に
学
び

道
場
を
開
い
て
い
た
。
則
榮
は
、
松
崎
道

場
を
継
ぎ
、
千
人
同
心
組
頭
と
し
て
の
活

躍
と
と
も
に
千
人
同
心
を
中
心
に
天
然
理

心
流
を
広
め
た
。 

           

         

●
当
時
の
八
王
子
の
剣
術 

 

十
八
世
紀
末
、
徳
川
幕
府
は
老
中
松
平

定
信
を
中
心
と
し
た
寛
政
の
改
革
を
進
め
、

千
人
同
心
へ
も
文
武
の
奨
励
が
申
し
渡
さ

れ
た
。 

 

幕
府
に
よ
っ
て
千
人
同
心
の
武
術
の
修

業
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
ま
た
、
幕
末
期
に

な
る
と
世
情
が
不
安
に
な
り
、
八
王
子
を

は
じ
め
、
多
摩
地
方
の
村
々
で
も
名
主
層

を
中
心
と
し
た
農
民
や
町
民
の
間
で
剣
術

を
習
う
も
の
が
多
く
な
っ
た
。 

 

当
時
八
王
子
の
剣
術
の
流
派
は
、
大
平

真
鏡
流･

天
然
理
心
流･

甲
源
一
刀
流･

柳

剛
流
な
ど
で
あ
っ
た
。 

長さ:100cm 直径：5.8cm  
重さ：1860g 

松崎家に残る手製の木刀 

右・内蔵之助の墓 
中央・内蔵之助と三助の墓 
左・三助の墓 近藤三助の墓 

 

長さ:87cm 直径：5.8cm  
重さ：1540g 

松崎則榮翁の碑 
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・
大
平
真
鏡
流 

 

若
菜
主
計
豊
重
（
わ
か
な
か
ず
え
と
よ

し
げ
）
が
江
戸
時
代
中
期
に
創
始
し
た
剣

法
で
あ
り
、
千
人
同
心
頭
や
そ
の
師
弟
を

中
心
に
千
人
同
心
の
多
く
が
修
行
し
た
。 

八
王
子
総
指
南
役
は
千
人
同
心
原
組

組
頭
塩
野
適
斎
で
三
代
続
い
た
。 

 ・
天
然
理
心
流 

 

多
摩
地
域
で
千
人
同
心
を
含
む
農
民
の

間
で
広
ま
っ
た
流
派
で
あ
る
。
剣
術
、
柔

術
、
棒
術
を
含
む
総
合
武
術
で
、
実
践
的

な
剣
法
で
あ
っ
た
。 

遠
江
国
出
身
の
近
藤
内
蔵
之
助
長
裕

が
寛
政
初
期
に
創
始
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
多
摩
地
方
で
は
戸
吹
村
（
現
戸
吹
町
） 

に
道
場
が
あ
っ
た
。
四
代
目
の
近
藤
勇
や 

土
方
歳
三
、
沖
田
総
司
ら
が
新
撰
組
の
主 

力
と
し
て
活
躍
し
た
。 

 

・
甲
源
一
刀
流 

千
人
同
心
の
比
留
間
半
造
利
充
は
、
高

麗
郡
梅
原
村
（
現
埼
玉
県
日
高
市
）
か
ら 

八
王
子
に
出
稽
古
に
赴
き
千
人
同
心
を
指 

導
し
た
。 

 
 

                       

理心流銘文 

・
柳
剛
流 

千
人
同
心
組
頭
石
川 

良
助
が
、
日
影
和
田
村

（
現
青
梅
市
）
の
道
場
で

西
多
摩
地
区
の
千
人
同

心
や
農
民
を
指
導
し
た
。 
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「新撰組」典２００４より 
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●
桂
福
寺
の
秘
蔵 

「
苦
行
の
釈
迦
像
」 

 

苦
行
中
の
釈
迦
像
を
表
し
て
い
る 

が
、
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
。 

            

●
境
内
の
観
音
堂 

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
よ
り
、
行
基

大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
、
聖
観
世
音
菩

薩
が
祀
ら
れ
て
い
る 

  

           

●
境
内
の
豊
川
稲
荷 

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
よ
り
豊

川
稲
荷
の
分
霊
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

         

◎
主
な
参
考
文
献 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
会 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

 

八
王
子
仏
教 

・
八
王
子
市
の
板
碑 

・
八
王
子
の
歴
史
と
文
化
財 

・
八
王
子
の
文
化
財
み
て
歩
き 

・
谷
慈
の
庄
・
中
の
郷
伝
説
・
里
語
り 

と
ん
と
ん
む
か
し 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
解
説
シ
ー
ト 

・
桂
福
寺
・
最
教
寺
・
龍
源
寺 

資
料 

・
よ
み
が
え
る
滝
山
城
、 

・
八
王
子
発
見 

・
ふ
る
さ
と
八
王
子 

・
は
ち
と
ぴ
№３ 

・
谷
地
川
地
域
の
歴
史
と
文
化 

・
八
王
子
の
天
然
理
心
流 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社 

苦行の釈迦像 

豊川稲荷堂 観 音 堂 


